
5. rMnCu合金における弾性定数の測定

6.強磁性超伝導体の表面及び薄膜の電磁特性

7.強誘電体的半導体の誘電異常と圧力効果

8. カルコゲナイ ド半導体ガラス中のクラスターと次元性

9.四面体結合半導体の高圧ラマン散乱

10.Ge/Zn中の束縛励起子の光物性

ll.時間相関単一光子計数法による timeofnightの測定

12.RamanGainSpectroscopy の研究

13.生体細胞中に取りこまれた蛍光色素の光学的振まい

14･カルコゲナイド･スピネルCd(Inl_XCrx)2S4系のラマン散乱
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1. ベータ放射性核12Bの単結晶VとTa中の

超微細構造相互作用

伊 勢 .公 一

β放射性核 12Bの強磁性体 _Fe(bcc)中の超微細構造相互作用の研究が行われ,.F｡中の格

子間隙不純物の電子構造研究の有力な手段となっている｡ところが.Fe中 12Bの占める位置が

実験的に決っておらず,また周囲格子に与える影響が未知であるため研究に支障をきたしてい

た｡今回これらを類推するために,ⅤとTa中 12Bの非対称β崩壊を指標とするNMRの測定

を行った｡NMRスペクトル中に核四重極相互作用の効果が明瞭に観測された｡二量子吸収に

ょる線幅から核双極子幅の決定を行い,その結晃 Ⅴ中 12Bの約号は格子間隙四面体位置を占

めその最近接格子を著 しく拡大しているも またⅤとTa中では12Bの約か ま置換位置を占め

る事などが判明した｡この植込み位置と拡大を取入れた.Fe中 lZBの受ける内部場の理論計算

と実験値の比較が興味ある問題である｡

2.低次元磁性体のサブミリ波ESR

大 塚 昭 弘

強磁場を用いたサブミリ波 ESRの応用のひとつとして,その線幅の温度変化を観測し,強
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